
 

シネマかいぶらり 上映会 

令和５年１月２１日（土） １４：００～１５：４０ 
（１３：３０開場） 山梨県立図書館 ２階 多目的ホール 

The Spirit of the Beehive 

 

監督：  ビクトル・エリセ・アラス  脚本：ビクトル・エリセアンヘル・フェルナンデス・サントス        

CAST：アナ・トレント  イザベル・テリェリア  フェルナンド・フェルナン・ゴメス 他 

内容：   1940 年頃のスペイン。カスティーリャ地方の小さな村にトラックがやって来て、公民館の前でフィルム

をおろす。その夜、村人が集まって映画会が始まる。「フランケンシュタイン」を見る村人たちの中にイサベ

ルとアナ（アナ・トレント）の姉妹もいた。すっかり映画に魅入られたふたりが石造りの立派な家に帰ってく

る。寝室でアナが、なぜ怪物は女の子を殺したのか、なぜ怪物自身も殺されたのかと問うと、イサベルは何も

かも知っているという口調で、本当は怪物も女の子も死んでいない、あの怪物は精霊であり、目を閉じて「私

はアナ」と呼べばお前の前に現れるのだ、と答える・・・ 

 

高齢の父は養蜂の仕事をしているが、部屋の中でも蜜蜂を飼ってその様子を観察しつつ、深夜まで思索に

ふけってはその内容を書きつけている。母は毎週のように誰かに手紙を書き、駅にその手紙を

出しに行く。二人の仲は冷え切っているようで、会話もあまりない。 

 

イサベルとアナは仲がいいが、イサベルは素直なアナを怖がらせたりびっくりさせたりして面白がってい

る。 

 

ある夜、村の郊外で脱走兵らしき男が列車から飛び降りると、荒野の中の小屋に逃げ込む。翌日、アナが

ひとりで小屋にやってきて男と出会う。アナは家に帰ると、父のオーバーと食料を持ち出し、

小屋に戻って男に渡す。男がオーバーのポケットを探ると懐中時計が入っている。 

 

その夜、銃声が響いて男は射殺される。父は警察に呼ばれ、射殺された男が自分のオーバーを着ていたの

を知って驚く。 

 

●発熱や咳などの症状がある場合には、入場をお控え下さい。  ●来場の際にはマスクの着用をお願いします。   

●新型コロナ感染症拡大防止のため中止となる場合があります。HP をご確認の上、ご来場ください。 

●他のお客様と一定の距離を保ちながら、ご参加下さい。   

事前申し込み不要【先着順】 定員 45名 （会場へ直接お越しください） 

参加 

無料 

お問合せ先 山梨県立図書館 

☎ ０５５－２５５－１０４０ （代表） 

（日本語字幕版:9９分） 
写真はイメージです 

シカゴ国際映画祭 シルバー・ヒューゴ特別賞  サン・セバスティアン国際映画祭グランプリ作品 

一人の少女が体験する、現実と空想の世界。 


